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■表紙の写真 　オタワ大学　The University of Ottawa）（カナダ・オンタリオ州））　

　1848年にカナダの首都オタワに創立された、公立総合大学。カナダの研究大学トップ10に含まれる。
4万名弱の学部生、及び8千名を超える大学院生が学び、約150の国から集まる留学生が全学生数の約20%
を占める（2023年秋現在）。
　世界最大の英仏バイリンガル大学。学部の授業の約７割が英仏両語で提供され、学生は、英語、フラン
ス語、あるいは両方の言語で学ぶことができる。筆者が当大学を訪問した際も、学生や教職員同士の会話
で英仏両語が飛び交っていた。
　各政府機関へのアクセス、多彩な美術館、落ち着いた街の雰囲気、豊かな自然といった周辺環境も魅力。
大学近隣を流れるリドー運河は、北米最古の運河として世界遺産登録され、冬には世界最長のスケートリ
ンクとなる。冬の間、この自然のスケートリンクを利用して通学する学生も多い。写真はTabaret Hall。（2022

年10月撮影）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・写真：東京大学　木原友紀）
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